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市民生涯学習のつどい・市民大会

ボランティア・講師登録者募集 問生涯学習課　☎52-2165

子どもたちと一緒に立体アートづくり

参加者の作品を手に取る宮西さん

絵本作家宮西達也さん ワークショップ＆講演会
～新久慈市立図書館３周年記念事業～

　学校の要望に応じ、学校を支援するボランティ
アの募集やボランティアの連絡調整を行います。
▶謝礼金…１時間1,000円
▶�募集している小学校…久慈、夏井、久喜、小袖、

山形
▶募集している中学校…三崎、山形

■学校支援地域コーディネーター

　放課後子ども教室に参加した子どもたちの見守
りを行います。
▶謝礼金…１時間790円
▶募集地区…各市民センター

■放課後子ども教室サポーター

■「ボランティアバンク」講師

　生涯学習を行うサークルや団体を、講師として
登録します。
▶謝礼金…ありません

■「サークル出前講座」講師

　特技や能力を生かしたい個人を、講師として登
録します。資格の有無は問いません。
▶謝礼金…実績に応じ市から支払います

■親子ふれあい柔道体験

　５月24日、大川目市民センターが行政書士法人
リプル法務の下道利幸代表を講師に迎え、「知っ

得くらし講座」を開催。17人が参加し、相続につ
いて学びました。
　下道さんは親から子へ財産を譲る方法には、主
に、被相続人が生きている間に行う「贈与」と、
亡くなった後の「相続」があることを紹介。費用
や事務手続きの違いがあることを説明すると、参
加者から多くの質問が飛び交いました。
　砂子秀男さんは「資料を使いながらの講演でわ
かりやすく勉強になりました。もっと時間が欲し
いくらいでした」と思いを語りました。

■知っ得くらし講座　相続の話～生前贈与～

　三船久蔵十段生誕140年の節目にあわせ、親子
柔道体験会を開催し22人が参加しました。三船十
段記念館で行われ、久慈東高等学校の柔道部員が
ボランティアでサポート。親子は柔道着に袖を通
し、礼法、受け身などの基礎を体験しました。高
校生が実演を行うと、目の前の迫力に感嘆の声を
あげました。体を動かしたあとは、記念館で生誕
特別展示を見学。名誉市民である三船久蔵十段の
講道館柔道の最高位の十段にまで上り詰めた偉業
について学びました。
　小久慈小学校２年生の小上愛茉さんは「初めて
柔道をしました。背負い投げを見たときはすごい 柔道の組み方を体験する親子

下道代表の講義を聴く参加者

なあと思いました。たくさんの子どもたちやお父
さんと一緒に柔道を体験できて楽しかったです」
と笑顔で語りました。柔道指導者の三浦拓海さん
は「これを機会に柔道に興味を持ってくれるとう
れしい」と期待を寄せました。

　市はボランティアバンクやサークル出前講座な
ど「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べる環
境づくりのために講師派遣を行っています。詳し
くはホームページをご確認ください。
　講座の講師登録者を下記の通り募集し
ています。市民に学びを届けたい個人、
団体であればどなたでも登録できます。

　子どもたちの遊び、学びをサポートする下記の
有償ボランティアを募集しています。詳しくはお
問い合わせください。

宮西さんのトークで大盛り上がり読み聞かせを交えての講演

　６月25日、よむのすで「絵本作家・宮西達也さんと
段ボールアートを作ろう！」を開催しました。市内
の小学生15人が参加し、思い思いに想像した恐竜や
宇宙人などを段ボールに描き、立体アート作りに熱
中。想像する楽しさ、表現する楽しさを学びました。
本が大好きで図書館からたくさん本を借りている、
久慈小学校３年生の大内田泰平さんは「宮西さんの
絵本が大好き。一緒に工作をしたくて参加しました。
描きたいと思った絵を上手に描けてよかったです」
と満面の笑みを見せました。
　６月26日は、市内の中学１年生全員を対象に「優
しさと思いやりと夢のお話し」と題し、アンバーホー

ルで講演会を開催しました。宮西さんの軽快なトー
クや読み聞かせに会場は大盛り上がり。小さな子ど
もだけでなく、中学生や大人が読んでも楽しい絵本
を作っているという宮西さんは、小学４年生の時に
抱いた「絵を描く仕事に就きたい」という夢を持ち続
けたことを熱弁。努力を重ねながら多くの挫折を乗
り越え、世界中で出版される絵本作家となったこと
を語りました。宮西さんは「夢をかなえるためには
一生懸命やること。自分を助けてくれる周りの人に
感謝すること。今度会えるときには、みんながもっ
と夢に近づいていることを願っています」と夢への
一歩に向けたエールを送りました。



③②

■地域で子どもたちの学びを応援～学校支援地域本部事業の活動紹介～

指導を受けながらサーモンをさばく参加者

　５月30日、宇部中学校で、全校生徒27人を対象
に、テーマに沿った本を紹介する「ブックトーク」
を開催。市立図書館の職員が「いま」をテーマに、

中学生に読んでほしい本、朝読書の短時間でも読
みやすい本など60冊を選定。市立図書館の金久由
美子司書が１冊ずつ内容を説明し、生徒は熱心に
耳を傾けていました。
　金久司書は「本を読むことで知識が蓄積され、
さまざまなものに興味が湧いて、人生の楽しみが
増えると思う。ぜひ本を読んで欲しい。生徒の『い
ま』に届ける本を選ぶのも楽しかった」と目を細
めました。学習委員長の大沢真菜さんは「本を読
むのが好きなので、今日をすごく楽しみにしてい
ました。今日教えてもらった新しいジャンルの本
にも挑戦したいです」と目を輝かせました。

■「いま」の君たちへおススメの本～宇部中学校で「ブックトーク」～

　市は、学校・家庭・地域が一体となって教育力
の向上を図る学校支援地域本部事業に取り組み、
各学校に学校支援コーディネーターを配置してい
ます。
　侍浜小学校が「歴史ツアー」を企画。松原さと
み学校支援コーディネーターが地域の人をつなぎ
実施されました。５月31日、６学年15人が地域を
巡りながら郷土への理解を深めました。侍浜町老
人クラブ連合会の桑田和雄会長が講師を務め歴史
を紹介。久慈平岳からもみえるほど大きく地域の
人から目印にされたという侍浜八幡神社の御神木
の大杉や戦後行われていた奉納相撲、開拓の歴史
などを児童に語りました。 桑田会長の説明を聞く児童

にぎわいを見せた市民市場

　夏井市民センターと長内市民センターがフリー
マーケットを開催します。あなたにとって不要な
ものは誰かにとって役に立つかもしれません。ぜ
ひ来場ください。
【夏井市民センター】　問☎53-2581
　石を彩色「ワロックお絵かき会」や、地域おこ
し協力隊米澤隊員のお菓子販売が行われます。
▶開催日…７月23日㈰10時～15時
【長内市民センター】　問☎52-7400
　放課後子ども教室児童によるかき氷やせんべい
の販売体験、ハンドメイド雑貨、地域おこし協力隊
OB 田畑涼輔さんのコーヒー販売が行われます。
▶開催日…７月23日㈰10時～14時

■市民センターイベント情報
　初心者を対象に、八戸市在住の声楽家でソプラ
ノ歌手の間口友美先生から合唱基礎指導を受けら
れます。楽譜の読み方、発声方法などを学び、市
民芸術文化祭での成果発表を目指しましょう！
▶開催日…７月30日㈰～10月29日㈰まで全７回
▶会場…アンバーホール
▶対象…小学生以上の市民（通勤・通学者を含む）
　※一般は合唱団体に所属していない人
　※親子で参加の場合は制限を設けない
▶受講料…無料
▶申込方法…電話または所定の申込用紙を７月23
　日㈰までにアンバーホールに提出してください
問アンバーホール　☎52-2700

■合唱ワークショップ参加者募集

問中央市民センター　☎53-4606

　中央市民センターでは、ボランティアに関心が
ある中学生や高校生を対象に、知識の習得や実践
ができる事業を行っています。
　中学生対象の「ジュニアリーダー中ボラ隊」は
第１回目を８月４日に開催予定。ボランティア活
動の基礎となる考え方と、イベントで子どもたち
に人気のバルーンアートの作り方や綿あめ機の操
作方法などを学びます。8月11日は平庭環境整備
ボランティア「くじ☆ラボ」の植樹に参加し、環

■�中高生がボランティアについて学び、実践
境保全にも取り組みます。
　高校生対象の「高校生ボランティアスクール」
は、第１回目を８月７日に開催予定。障がいの有
無や年齢、性別を問わずに楽しめる「インクルー
シブスポーツ」の学習と、卓球バレーを体験しま
す。８月27日は、市民体育館で開催される「卓球
バレー大会あまちゃんカップ」にスタッフとして
参加。学んだことを生かし、当日のサポートを行
う予定です。

　生徒自身が考え行動し、地域を元気にしようと
取り組む「ヤングボランティアＳＥＥＤ」。
　６月３日、久慈高校、久慈東高校の生徒11人が
集まり活動をスタートし、令和４年に行われた活
動を学習。自分たちが行うイベントについて話し
合いを重ねました。
　6月24日、市民市場で開催された「初夏の味覚
市」では、ヨーヨー釣りやスーパーボールすくい
などの楽しいイベントを実施し、会場をにぎわせ
ました。次回は 8月７日～ 8日に「やませあきん

■高校生がイベントを盛り上げ大活躍！

　６月７日、夏井市民センターで地元食材を使っ
た料理教室を開催。22人が参加し、地元食材の養
殖ギンザケ「久慈育ち琥珀サーモン」の活用方法
を学びました。
　水産資源の活用に取り組む地域おこし協力隊の
西村一章隊員が、久慈市の養殖の取り組みについ
て説明。参加者は、大きなサーモンを余すことな
く使って漬け丼とあら汁を手早く調理し、完成し
た２品を堪能しました。
　調理を指導した夏井地区食生活改善推進協議会
の山崎よしえ代表は「漬け丼は簡単に作れるので、
お正月やお盆などにおもてなしとしてぜひ作って
みてください」と笑顔で話しました。

■琥珀サーモンで漬け丼を作ろう！～地産地消料理教室～
　参加者の田中麻貴さんは「琥珀サーモンの養殖
について学び、実際に料理をして味わうことがで
きました。たくさんの人と交流できて楽しかった
です」と満足げな表情を浮かべました。

本の紹介をする金久司書

　小森結愛さんは「住んでいても知らないことが
多かったので驚きました。神社などの歴史を教え
てもらえてよかったです」と声を弾ませました。
　

どまつり」に出店します。メンバーを随時募集し
ています。関心のある人はお問合せください。

 

　夏井地区プールは復旧のめどが立たないため休
場します。ご迷惑をおかけいたしますが、開設し
ている右欄のプールを利用してください。

▶市民プール…小久慈、宇部、侍浜、大川目
▶その他のプール…福祉の村屋内温水プール、侍
　浜海水プール、久慈市山形B＆G海洋センター

■夏井地区プール休場のお知らせ 問生涯学習課　☎52-2156


